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	応用
	抗原情報
	背景
	MACC1は、肝細胞増殖因子（HGF; MIM 142409）-HGF受容体（HGFR、またはMET; MIM 164860）経路の重要な制御因子であり、細胞増殖、上皮間葉転換、血管新生、細胞運動性、浸潤性、転移に関与しています。結腸癌（MIM 114500）標本におけるMACC1の発現は、転移形成および無転移生存率の独立した予後指標です（Stein et al., 2009 [PubMed 19098908]）。[OMIM提供、2009年3月]、機能：METの転写活性化因子として、またHGF-METシグナル伝達の重要な制御因子として作用します。体外での細胞運動、増殖、肝細胞増殖因子（HGF）依存性散乱、および体内での腫瘍の増殖と転移を促進します。,類似性：1つのSH3ドメインを含みます。,細胞内局在：非転移性腫瘍では主に細胞質に存在します。,組織特異性：転移性腫瘍で優先的に発現します。,
	研究分野
	成長因子、ホルモン、癌、腫瘍バイオマーカー、エピジェネティクスと核シグナル伝達、転写、その他の因子、シグナル伝達、成長因子/ホルモン
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	MACC1 抗体を使用した L929 細胞の溶解液のウエスタンブロット分析。
	

	MACC1ポリクローナル抗体を用いたL929細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。

